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＜タイトル＞ 

Mount Ida―イーデーの⼭（少年パリスはまだ⽺飼いをしている） 

“Mount Ida(The boy Paris is still shepherding)” 
 

 
この彫刻の形態は、直⽅体を同じ形に２分割し、それを九⼗度回転させながら、⽔平に移動することで 
得られました。２つの形態を合わせれば、ぴったり重なり直⽅体に戻ります。 
 
・ 正⾯から⾒て、⼀⾒なだらかな⼭形にも⾒える形態は、街のファサードとして、(背景に壁がそび 
えることも配慮し)、主題を含めてギリシャ神殿(トロイア戦争を主題にしたアファイア神殿)のペディメ
ントの形式を踏襲しています。 
 
・ モノレールから⾒ると、彫刻はドリルの形のように回転しながら進⾏する形態に⾒えます。 
旋回しながら進⾏する⼒は時間の推移、歴史的な外⼒を表現しています。 
対してフェンスで囲まれた内側の空間は、時代の変遷がもたらす、いかなる⼒によっても変えることの
できない(⽴川の市⺠が⼤切に、守ってきた)誰にも侵されることのできない、場所の尊厳を象徴してい
ます。 
 
 
タイトルの《イーデーの⼭》はギリシャの神々が⽣まれた故郷のような⼭の⼀つです。 
パリスは牧童でしたが、のちに美⼥を決定する審判をまかされ、それがトロイア戦争のキッカケになっ
てしまうのです。 
 
この彫刻では、(少なくともフェンスの中では)、パリスはまだ(ずっと)平和なイーデーの⼭のなかにい
ることになります。 
 
 
※上記内容は、作家による原⽂のまま 


